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平和 の鳩 ヴェル ダ マ ー ヨ
ー 反戦 に生涯 を捧 げたエ スペ ランチス ト長谷川 テルー




んだ近代 とい う時代は,日 本が中国に侵略すると
いった,両 国にとって不幸な時期であった。 日本
のアジア近隣諸国への侵略行為 は止 まるところを
知 らないといっても過言ではな く,日 本 と中国と
の間にも日中戦争があ り,両 国の関係が最 も不幸
な時期であった。
しか しこのような時期 にも日中の友好 を願 い,
この暗い時代 に灯 りを点そ うとした人たちが少な
からずいた。近年 日本でこれらの人々に関する記
事が雑誌に記載 され,ま た本が出版 された。すな
わち,「延安 ローズ」こと原清子1)と韓瑞穂2)につ
いてであるが,彼 女たちは中国人の夫 と中国に渡
り,数 奇な,波 乱に富んだ人生 を彼の地で送った。
そ して同 じような経過 をた どり,似 たような境遇
にあった女性 に長谷川テル:;)がいた。 しか し彼女
は前述の二人とは違って,人 生 を全 うすることは
なかった。
長谷川テルはかつて日本で一時期 その名前が一
般に もかな り知 られていたが,今 日ではエスペラ
ンチス トの間でもそれほど知 られているとは言え
ないであろう。 しか も彼女の存在が本来知 られる
ようになったのは,日 本ではな くて中国に於 ける
活動によるものであった。日中戦争時代 に彼女は,
中国で,中 国の同志 とともにエスペラン トによる
反戦活動の一端 を担い,ま た 日本語 による反戦,
反軍の抗 日宣伝放送を行 った。そ してそのさい彼





陸へ大規模 な侵攻 をはじめ,国 の内外 ともに緊迫
した空気 につつ まれていた1937年 という歴史的
な時点に,日 本のかよわい若い女性が}や がては
敵国 となる中国の青年のあとを追い,し か も戦争
反対に心をもや し,売 国奴の汚名 をあまん じてう
ける覚悟をもって,単 身,中 国へ渡ったのは,な
ぜであったか?」5)と 述べているように,彼 女は,
例 え夫が中国人であったにせ よ,な ぜ中国へ渡っ
たのであろうか。
テルは1936年 秋,エ スペラン トを通 して知 り
合いになった中国人留学生劉仁 と父親の強い反対
を押 し切って結婚 している。当時の 日本の社会で
は彼女が中国人 と結婚すること自体が偏見の対象
とな り,白 眼視 されるとい う状況下にあった。葉
籟士によると,「例 えば,鹿 地亘の ような革命家
を自認 していた人で さえも,こ の問題に関 しては
緑川(緑 川英子=テ ルの中国名)を とやか く,嘲
笑 していた」fi)のであ り,「姉のユ キ(西 村幸子)
もやは りエスベランチス トであったが,妹 の思想
と行動 には理解を もたなかった」G)との ことであ
る。
このように家族や周囲が挙って反対する結婚を
テルが敢 えて したのはなぜ なのか。 しか し結婚 し
たとは言っても,同 居は しなかった。葉籟士はこ
の辺の事情を次のように述べている。「1936年 の
春頃,エ スペラン トの関係で,緑 川は東京在住 中
国留学生劉仁(又 の名は劉砥芳,劉 鏡環)と 知 り
合い,同 年秋,家 族の同意なしに劉仁 との結婚 を
発表 したが,同 居は しなかった。恐 らく緑川は父
母の反対を察 し,中 国へ行 くための既成事実 を造
る必要があったのであろう」。7)
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ろうか。恐 らくテルの 日本脱 出にはエスペ ランチ
ス トとしての理想 を夫の国中国で是が非で も実現
しようとする強い思いが込め られていたのではな
かろうか。
小論では従 って以下,長 谷川テル とエスペラン
トの関わ りを見 なが ら,彼 女の生涯を貫いた反戦
活動 を亡命 とい う視点 を絡め なが ら捉えてみ た
いo
1.生 い立 ちか ら自立 まで
長谷川テル(本 名照子)は1912年3月7日,
父長谷川幸之助,母 よねの次女 として山梨県猿橋
で生 まれた。姉 にユキ(幸 子),弟 に弘がいた。
東京で初等,中 等教育 を終え,い わば恵 まれた家
庭の子女 として,1929年 に奈良女子高等 師範学
校国文科 に入学 した。奈良は日本 の古都であ り,
その静かな環境の中でテルは初めは学内の短歌サ
ークルに属 して
,短 歌 に熱中していた。 しか しテ
ルが女高師に在学 していた時代は,国 の内外 にい
くつ もの歴史的事件が相次いで起 こり,日 本は,
ドイッと並んで,フ ァシズムと戦争の道 をひたす
ら急いでいた。激動す る歴史 とは無縁に過 ごして
いたテルも,次 第に社会的事象 に関心を持つよう






る。また日本 プロレタリア ・エスペランチス ト同








31日 に,官 憲によって 「全農全会派,奈 良合同
労組,水 平社,文 化団体 を中心 に百三十二名が検
挙 され,そ のうち四十二名が治安維持法違反 とし
て起訴」11)されるとい う大 きな事件が起 きた。そ
してこの奈良地方の労働 ・農民運動の一斉弾圧 ・
検挙 に連座 して,テ ルと長戸恭は夏休み終了後に
帰省先か ら帰寮 した とき,共 に逮捕 された。tl)テ
ルは取 り調べ留置の後,9月19日(あ るいは18
日)に 釈放され,長 戸恭は首謀者として約3週 間
拘留 された。長戸恭は送検 され,翌33年1月 起
訴留保 となっている。そして卒業を3ケ 月後に控





学会で雑務 を手伝った り,無 給でタイピス トとし
て働いた。学会事務所 には三宅史平がお り,さ ら
にこの時期大島義夫や中垣虎次郎な どに接触 し
た。そ してこれら最 も優れたエスペランチス トの





よう。大島 を中心に,三 宅s中 垣虎次郎,今 日の
児童文学者岡太一その他が作った 日本エスペラン




ペラン ト会 に出た り,日 本エスペラン ト学会,日
本 エ スペ ラ ン ト文芸協 会の機 関誌(『Revuo
Orienta(東 洋評論)」,『EsperantaLiteraturo
(エスペラン ト文学)』)お よびその他のエスペ ラ
ントの出版物 に小説,評 論,翻 訳 などを数多 く寄
稿 している。14)そのテーマは,文 学,演 劇,婦 人
問題 児童問題 などに関 してのものであった。 ま
たKuraRondo(「 クララ会」進歩的なエスペラン
ト婦人組織)を 通 して,1935年 には上海世界語
者協会の機関誌 『LaMondo(世 界)』3-4月 号
に 「日本 における女性の地位(VIRINASTATO
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ENJAPANIO)」 を載せ て い る。 これ は編集 長葉
籟士 の求 め に応 じて,国 際婦 人 デー にあ た り,世
界 各 国婦 人の社会 的地位 に関す る この雑誌 の特集
号 に書 いた もの であ る。 なお,こ れ を機縁 と して
テル は葉 籟士 と文通 を始 めてい る。 テルは以 後 も
この雑 誌 の求 め に応 じて,「 日本 の プ ロ レ タリア
文 学 の 現 状(NUNASTATODEJAPANA
PROLETALITERATURO)」(1936年3-4月 号)
な どを寄稿 してい る。1ri)
ところで テルが この よ うにの め り込 んでい き,
それか らの人生 の核 となったエ スペ ラ ン トとは何
なのか。次 にそれ に若干言及 してみたい。
z.エ スペ ラ ン トとは何 か一 出 自 とその意 義
エ スペ ラ ン トは,単 的 に言 えば,言 語の違 う諸
民 族の相 互理解 を目的 として,平 和 共存 を願 いポ
ー ラ ン ドのユ ダヤ人医師 ラザ ロ ・ザ メ ンホ フlfi)に
よってつ くられ た人工言語 であ る。 しか しエスペ
ラ ン トは何の前触 れ もな く突然生 まれて きた もの
では ない。 それが誕 生す る背景が あ り,そ れ には
二つの こ とが考 え られ る。 一つ は,国 際語 を求め
る歴史 的運動 で あ り,も う一つ はエ スペ ラ ン トを
つ くったザ メ ンホ フを取 り巻 く歴史 的 ・社会 的状
況 であ る。
国際語 につ いて は17世 紀 にチ ェ コの教育思 想
家ヤ ン ・ア モ ス ・コメ ンス キ ー,ド イ ツの哲 学
者 ・数 学者 ゴ トフ リー ト ・ヴ ィルヘ ル ム ・ラ イ
プニ ッツ,フ ラ ンス の哲 学 者 ル ネ ・デ カ ル トな
どが関心 を持 っ てい た と言 われ てい るが,17)な か
で もそ の必 要 性 を最 初 に説 い たの は デ カ ル トで
あ る と言 われ てい る。 デ カル トは1629年11月
20日 の メルセ ンス司教 宛の手 紙 の 中で,国 際 語
の必要性 と,そ の文 法 は5-6時 間で習得 され う
る合 理 的 で,か つ平 易 な もの で なけ れ ば な らな
い と書い た。18)それ以後 おお くの人たちが 「数 百」
にお よぶ国際語 の試案 を発表 して きた。19)1855年
フ ラ ンスの哲 学者 シ ャル ル ・ルヌ ー ヴ ィエが,そ
れ までの 国際語 案 の試 行錯 誤 を踏 まえて,「 国際
語 の構 成 は思 考の論理 的分析 に もとつ いた哲学 的
な もので なけれ ばな らず,そ の語 彙 は生 きた諸 国
語 か らひ きだ され た経験 的 な もの でなけれ ばな ら
ない」)(})と書 いた。
そ してエスペ ラ ン トは言語 と してこれ らの哲学
者 の とな えた要件 を完 全 にみ たす もの で あ った。
その文 法 は合 理的で,か つ平 易で あ り,そ の構成
は哲 学 的で あ り,そ の語 彙 は経 験 的で あ った。2n
こ う してエ スペ ラ ン トは他の い くつ かの国際語 に
比べ て はるか に多 くの人々 に受 け入 れ られ,コ ミ
ュニケ ーシ ョンをはか る手段 と して使用 され,時
代 を乗 り越え て きたのであ る。Z2)
しか し,言 語 としてのエ スペ ラ ン トの有用 性 に
もかか わ らず,エ スペ ラ ン トはた んなる言語 なの
か とい う問題 が存在 す る。す なわ ち,エ スペ ラ ン
トを言語学的論 理の帰結 と してのみ捉 える こ とが
で きない理 由があ る。 とい うのは,エ スペ ラ ン ト
は,「 民 族 的 に も政治 的 に も抑 圧 され てい た リ ト
アニア生 まれ のユ ダヤ人 と してのザ メ ンホ フの生
涯 とその思想,ポ ーラ ン ドがお かれ てい た帝政 ロ
シアの領土 と しての位置,ツ ァリーの軍 隊 によっ
て鎮圧 された1963年 ～65年 のポー ラン ドの反乱
やユ ダヤ人大虐殺 の歴 史 な どを背 景 に して生 まれ
て きた イデオ ロギーで もあったL';)か らであ る。
ツア ーの統 治下の リ トアニ アでは,諸 民族 は分
裂政策 に扇動 され,互 い に憎 しみ合い,言 語,宗
教,風 俗,習 慣 な どの違いや,さ さい な行 き違い
の ため激 しく争 って いた。ザ メ ンホ フの住 んでい
た小 さなビャウ ィス トクの町で もユ ダヤ 人は イデ
ィシュ語,ポ ー ラ ン ド人はポ ーラ ン ド語,ド イッ
人 は ドイツ語,ロ シア人は ロシア語 を話 し,互 い
に分裂 し,憎 み合 って いた。14)この ような状況 の
下 で若 きザ メ ンホ フは言語 間 の差別撤 廃 を願 い,
民族 的排 外主義 に抗 議 して,一 つの言語 に よる諸
民族 の相 互理解 に資す るため に 「万国語」 をつ く
り,さ らにこれ に磨 きをか けて1887年 に 「国際
語 」 を世 に問 うたので ある。15)
この ような歴史 的背景 を もつエ スペ ラ ン トはそ
の誕生 か ら平和,諸 民族融和,自 由,人 間尊 重の
思 想 をその内 に分 か ちがた く持 っていた とい えよ
う。1913年 にザ メ ンホ フは さ らに彼 の 考 え を
「ホ マ ラニス モ に関す る宣言 」 とい う形 で公表 し
た。zs)それは例 えば次 の よ うである。
1)私 は人間で ある。 そ して全人類 を一 つの家族
と してみ なす。 人類 が互い に敵対す るいろい
ろな人種や民族,宗 教 団体 な どに分裂 してい
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るこ とは,最 大 の不幸 の一つで あ り,そ れ は,
遅か れ早 かれ消 滅 しなけれ ばな らず,そ の消
滅 をで きるだけ促 進す るのが私 の義務 と考 え
る。
2)私 は,す べ ての人 はた だ人 間にほか ならない
と見 な し,す べ ての人 をそ の個 人的価 値 と行
為 に よってのみ評価す る。 自分 とは異 なる民
族 ・言語 ・宗教 ・社会階層 に属 してい る とい
う理 由で,人 間 を虐待 ・抑圧す るの は,野 蛮
だ と考 える。
3)私 は,あ らゆ る国 は特定 の民族 に属 せず,そ
の 出身 ・言語 ・宗教 ・社会 的役 割 にかか わ り
な く,そ の国の住民すべ てに まった く平等 に
所属 する と認め る。国益 と特定 人種や宗教 の
利益 とを同一視 した り,国 内のあ る民族が他
の民 族 を支配 し,父 祖 の土 地に対す る当然 な
基本 的権 利の否認 を許す ような歴史 的権利 が
ある などと主張す るのは,暴 力が横行 してい
た野 蛮 な時代 の遺物 だ と見 なす。(以 下省略)
す なわ ち,ホ マ ラニ スモ とは,純 粋 な人 間性 と
人種 間の絶対的 な正 義 と平 等の追求 に他 な らない
と言 え よう。 か くして,こ の よ うな精神 に支 え ら
れ て,エ スペ ラ ン トは,マ クシム ・ゴー リキ ー,
ア レクセ イ ・コ ンス タ ンチ ノヴ ィッチ ・トルス ト
イ,ロ マ ン ・ロ ラン,ア ナ トー ル ・フラ ンス,ア
ンリ ・バ ル ビュス などの理想主義 的国際主義 者か
ら激励 と熱心 な支持 を得 たのであ る。
そ して 中国では魯 迅 が銭玄同 に宛てた手紙 の 中
で,「 私 がEsperantoに 賛成 す る理 由は甚 だ簡単
で,と て も口を開い て討論 す る ことはで きない か
らで す。 もし賛 成の理 由は と聞 かれ た ら,私 の考
えでは,人 類 は将来必ず 一つの 共通 の言語 を持 つ
べ きであ る と思 うか らとい うにす ぎませ ん。 だ か
らEspera皿toに 賛 成す るの です」(1918年11月
4日)と 書 いてい る。27)魯迅 のエ スペ ラ ン トに対
す る考 えは終 生変 わ らなか った ようで,死 去す る
まえの,上 海世界 語 者協 会 機i関誌 『LaMondo』
9-10月 号(1936年)に よるエ スペ ラ ン トに対
す る意見 のア ンケー トに答 えて,次 の ように答 え
てい る。 「私 自身,エ スペ ラ ン トを支持 してい る
と確 信 してい る。私 が[エ スペ ラン トにユ賛成 す
る よ うに なったの はか な り早 く,約20年 前 か ら
だ と思 う。理 由は いたっ て簡単 であ る。今 思 い出
す と第一 に,そ れ[エ スペ ラ ン ト]に よって世界
のすべ ての 人 びと一特 に圧迫 され てい る人 び とを
団結 させ る ことが で きるか らであ り,第 二 に,こ
れ は私 の専 門の 仕事 か らなの だが,[各 国]文 学
の相 互紹 介 に役 立 つ と思 うか らであ り,第 三 に,
私 の知 ってい る何 人かのエ スペ ラ ンチス トはすべ
て,言 うことと思 ってい る ことが ちが うエ ゴ イス
トた ちにま さっているか らであ る」。LR)
エ スペ ラン トは,紆 余 曲折 を経 て'Lf)),単なる言
語 の枠 を越 えて,エ スペ ラ ン ト運動 と して民 族解
放思 想,反 差 別思想,平 和思 想 と呼応 し,影 響 し
合 い,か くして歴 史的存在 となったので ある。長
谷 川 テルが学 び,そ れ にのめ り込み,そ れを武器
と して中国の 同志 た ち と抗 日反戦運動 を戦 い,生




目指す もの とは全 く逆の方向に進んでいた。エス
ペラン ト運動のもっとも盛 んな ドイッではアー ド
ルフ ・ヒ トラーが政権 を掌握 し,エ スペラン トは
ユダヤ人の言語であるという理由で,一 切の活動
を禁止 した。日本で も1936年12月 から1937年
5月 にかけての官憲による大規模な弾圧で,左 翼
系のエスペラン ト運動は息の根を止め られた。 日
本 はファシズムと戦争の道をひた走 りに進んでい
た。すべ てが国粋主義(民 族的排外主義)と 軍国
主義(侵 略主義)一 色 に塗 りつぶされた。反対す
るものはすべて排除 され,抹 殺 された。 こうして




みだ した。 しか しそれはまたテルにとってエスペ
ランチス トとしての理想を実現すべ く歩む道であ
ったとも言える。そして同 じ頃,中 国人留学生で
エスペランチス トの劉仁 と出会い,や がて親や周




結婚 を宣言 したようなものであ り,テ ルは依然 と
して親許に住んでいた。葉籟士は中国行 きのため
に既成事実 をつ くる必要がテルにはあったのでは
ないか と述べているが,こ のことから,テ ルが真
に中国へ行 きたい という思いを現実化するために
結婚 した可能性が十分に推察で きるのである。逼
塞 した日本から脱出 して,む しろ戦乱渦巻 く中国
大陸での方がエスペラントの理想,つ まり諸民族
の友好 と正義の確立 を実現できると,あ るいはす
べきであると考えたのではないだろうか。事実テ
ルは,日 本 にそのまま留 まるの と比べて,中 国に
行 った方が,よ り有意義な仕事ができると信 じて
いた とi中 国への途上で述べているのである。
テルは中国のエスペ ランチス トたちの助 けで,
1937年4月14日 横浜を発ち,途 中神戸 に立ち寄
り,先 行 した夫の待つ上海へ向かい,19日 に到
着 した。テルは祖国 日本 を離れ中国へ向かう船で





考 えている。それは理論ではな く,実 感 なのだ。
さらに私たちは外的には同一の言語で結ばれ,同
一の感情で結ばれている。私たちもまた,自 分の
祖国を熱愛 している。 しか し,そ の祖国愛は,他
民族への愛 と尊敬 と両立 しないような性質のもの
ではない。」X30)こには,日 本人 としての生来の自
分と,そ の自分から脱 して,エ スペラ ントの理想
に生 き他民族 との共生に踏み出そうとする新 しい
自分 とのあいだのアンビバ レントな感情と,揺 れ
動 く自分を説得 しなが らそれを乗 り越えようとす
るテルの強い意志が表出 している。テルはさらに
続けている。「ひと月前は,私 の25歳 の誕生日で
あった。 もし人生が平均 して50年 だ とすれば,
すでにその半ばを終わったのだ。過 ぎ去った半生
はきわめてあ りふれたものであったし,こ れか ら
の きたるべ き半生 も目新 しいなものではあ り得 ま
い。私はあ りふれた女性 なのだか ら。 しか し,仮
りに日本にとどまった場合 よりも,い くらかよけ
いに,よ り意義のある仕事を何かやれるだろうと
私は信 じ,そ う感 じている。なぜなら私 はエスペ
ランチス トなのだか ら。」:31)
「い まや,私 の前 には 自由 な海 が横 た わって い
るだ けである。海 は私 を祖 国 と友 だちか ら引 き離
す。 しか し,海 は また私 を新 しい生活 と新 しい友
だ ちへ とみち び く。 さよ うな ら,私 の祖国 と友 だ
ち。」:32)ここで はエ スペ ランチス トとしてのテルの
気 持 ち と覚悟 が きわめ て率 直 に語 られてい る。 海
を渡 る ことは,い わば古 い世界 か ら新 しい世界 へ
の跳躍 であろ う。 すべ てを乗 り越 えて中国 とい う
新 しい舞 台で 自分 の役割 を果 たすべ く,中 国へ と
日本 を脱 出す る こ とは,ま さ しく亡命 と言 え るで
あろ う。:3:i)
しか しテル は50歳 まで生 きる ことはなか った。
もちろ ん,こ の時 か ら10年 後 にその生 を終 える
とは夢想 も してい なか った ことであ ろ う。
4.中 国での活動
上海でテルは共同租界の横丁 にある上海世界語




ている。エスペ ラン ト誕生50年 を記念 して,上
海世界語者協会が開いた会合にも参加 した。参加
者は,お 互いの政治的立場や思想的立場を越えて,
「エスペラ ントを使 って中国解放のために」 とい




る。7月28日 に日本軍は華北で総攻撃 を開始 し,
8月13日 には海軍陸戦隊が上海で攻撃を加えた。
テルは 『愛 と憎 しみ』(1937年)の なかで,そ
の時の様子にふれてこう書いている。「『すべてこ
のようなことをするのは誰だ。』『日本人か。J『違
い ます。』私は直 ぐに頭を振 り,全 身の憎 しみを
露わにして答 える。『日本軍国主義者です』」。:34)そ
してさらに 「エスペランチス トとして,国 際的文
化愛好者 として,私 は中国文明を略奪者の毒牙か
ら守 りたい。女性 として}人 間として,私 は本能
的に平和を渇望 します。 しかしいま,も し可能な
らば,私 は中国の軍隊に是非 とも入 りたいのです。
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なぜ なら,そ の軍隊は民族の解放のために戦って





それか ら程 なくテルは,日 本のエスペランチス
トたちに宛てて 『中国の勝利は全 アジアの明 日の
鍵であ るj(1937年)と い う公開状 を 『6inio
Hurlas(中 国怒吼)』 誌上に発表 した。彼女はこの
手紙の中で,「 幸いにも」自分はエスペランチス ト
であ り,そ のお陰で,中 国語が十分に出来ないに
もかかわらず,日 本帝国主義への革命闘争の中に
小 さなポス トを得た喜びを書いている。そ してエ
スペラントを国際的武器に有効 に利用すべ きだ と
述べ,か りに誰かが 自分 を売国奴 と呼ぼうとも,
闘い続ける覚悟を披渥 している。「日中の国民の間
には基本的な非友好関係 は存在 しません。歴史の








す。同志の皆 さん,あ なた達はどうして,今 も動






は,ど んなに強調 して もしすぎることはない と,
高杉一郎は述べ,「 日本の歴史で,彼 女よ り以前
にこのような例があったであろうか」:38)と指摘 し


















闘 う の だ......
一 ア ジ ア の 運 命 を











追放 され香港へ移 った。 しか しテルは抗 日戦争に





若 を長 として,胡 愈之,葉 籟士,葉 君健 など多 く
のエ スペ ランチス トがい た第三庁 には配属 され
ず,国 民党中央宣伝部国際宣伝処の対日科で働 く
ことになった。そしてこの所属 は後のテルの生活
に大 きな影を落 とす ことになる。 しか し,よ うや
く抵抗組織の中にポス トを与えられたテルは,そ
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んなことを考える暇 もな く,喜 んで仕事 に専念 し
た。葉籟士は,「 緑川 自身は 『私 は戦争第一周年
の前夜 に中国の抗戦に公然 と参加することを許 さ
れて,ど んなにうれしく,希 望にあふれていたこ
とか!」 と言い」41s)テルが武漢 に到着 してほどな
く,マ イクの前 に立って対敵放送を行ったと述べ
ている。
テルは放送 をとお して,日 本の人々,日 本軍将
兵に対する抗 日反戦の呼 びかけを行 った。そ して
特に戦場の 日本の将兵に少なか らず動揺 を与えた
ようである。テルの 「対敵放送は成功を収めた...




の 「都新聞』はテルの写真入 りで次の ように伝え
ている。「"嬌声売国奴"の 正体はこれ 流暢な日
本語 を操 り 怪放送 ・祖国へ毒づ く"赤"く ずれ
長谷川照子.....こ の祖国日本に弓を引 く覆面の
売国奴女性 の正体が武漢陥落 と共 に判明,...こ
の女性 は...長 谷川幸之助(58)の 次女,奈 良女
高師中退の長谷川照子(27)で,か つて"赤"の
"女 闘士"と して暗躍中に中国留学生 と"赤 い恋"
に結ばれて渡支 したものである。本年2月 上旬突
然香港 放送局 か ら女の声 で反戦 演説 が行 われ






はハタと止 まって しまったが,間 もなく覆面の女
性長谷川照子の全貌が明るみにさらされるに至っ
たのだ。」4'3)かくして彼女 とその家族に向けられた
非難は厳 しく,ま た父親には 「引責自害せ よ」 と
いう手紙がい くつ も投げ込 まれたという。
しか し,中 国の友人たちは彼女 を 「平和の鳩」
と呼 び,エ スペラントを通 じて中国人たちとの真
の友愛 と連帯 をかちとることがで きた珍重すべ き
日本人として,心 の中に大事に しまい込んだ。当
時中国で活動 していた朝鮮 人エスペランチス ト安
偶生(Elpin.安 重根の甥)は 『平和の鳩 中国の
放 送局 で 日本 語 の放送 を してい る 日本の女性 エ ス
ペラ ンチス ト ヴェルダ ・マ ー ヨに ささぐ』(1939
年)と い う詩 を書 いて,彼 女 を讃 えてい る。44)
平和の鳩
戦争 で気 が狂 って しまってい る東洋 で
平和 なあ なたは,狼 や蛇 を前 に した羊 の よ う
に,
もが きなが ら,し か し勇 敢 に,す べ てを読み
取 ってい る。
あなたの心 の深 くには正 しく設計 図が あ り,
そ してその よ うにあ なたは祖国 を去 り,
両親 やrす べ ての人 を捨 て て きた,ま るで空
の果 てへ と飛 んで行 くか の ように,
いつ も人類 にふ さわ しい,平 和 な生活 を











血に酔 った心 をずたずたに引 き裂 くであろう
から。
さて,い ったい なに を私た ちはあ なたに望 め
るの だ ろうか,友 よ。
あなたは,海 を越 えた国 か らの平和 の鳩 だ!
そ うだ,あ なた はただ籠 か ら逃 げ て来 ただけ
ではな く,
青春 の熱 い渇望 のため に,
無 気力 な人 間の ように,留 まって はい られ な
か った
桜の 国に疲 れ はて荒廃 した人々 とともに。
ああ,マ ー ヨよ秋の取 り入れ のため に元気 い
っぱい緑 一色 になれ
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い ま恐 ろ し く灰 色で,太 陽の ない野 の上 で。
武漢でのテルの活動は,し か し3ヶ 月だけであ
った。テルが 「とて も短かったが,し かしこの時
期はどんなにか興奮 し,生 き生 きし,そ して張 り
切ったことで しょう!」45)という武漢を10月 半ば








はあなたを嬌声の売国奴 と言ってい ますが,実 際
は,あ なたこそが 日本人民の忠実な娘であ り,真
の愛国者です』 と緑川に語った。緑川はそれを聞
いて,非 常 に感動 し,『 この言葉はわた しにとっ






日科に居 られなくな り,郭 沫若の対敵文化工作委
員会へ移った。テルは相変わらず黙々と仕事を続
けたが,し か し次第に圧迫 と制限が多 くなり,テ
ルの活動範囲 も狭 くなり,夫 妻は1944年 の秋 に
東北民衆抗 日救亡総会へ移 り,雑 誌 『反攻』の編
集をしたという。 またこの間テルは少なか らぬ文
章を周恩来の指導す る 『新華 日報』や延安の 『解
放日報』に発表 している。47)
おわりに
抗 日戦争勝利後,周 恩来の指示で,テ ルと劉仁
夫妻は子供たちを連れ,東 北民衆抗 日救亡総会の
同志 と共 に東北解放区に入 り活動を始めた。吟爾
浜(ハ ルビン)で テル と劉仁夫妻は熱烈な歓迎 を
受け,ま るで凱旋兵士のようであったという。二
人はそこで東北解放区行政委員会編集審査委員を
担当 し,そ の後,当 時の中国共産党の重要な後方
であった佳木斯(チ ャムス)に 移動 した。そ して
そこでテルは中絶手術 を受け,そ の際の感染で思
い もかけずに1947年1月10日 死去 した。夫の劉
仁 もその後を追 うように同年4月22日 肺水腫の
ため死亡 した。長男劉星(1941年 生 まれ),長 女
劉暁蘭(1946年 生 まれ)の 二人の子供が後に遺
された。 日本では,テ ルが誰 よりも心 に掛けてい
た母が,戦 争 中の世間の白眼視 と迫害の中で,
1943年 に亡 くなっていた。
劉仁は 『平凡な想い出J(1941年)の 中で,テ
ルの同志 として,ま た夫 としてテルの作品 『暴風
雨からの ささや き』(1941年)の 刊行 を率直に喜
び,「 これは平凡な女性の,平 凡な生活の想い出
であるが,そ れで も,こ の時代の縮図を映 し出 し
ていると,私 は断言 します。作者は,若 いエスペ
ランチス トで,自 分の祖国の軍国主義者たちによ
って中国で殺 りく,放 火,狂 気に満 ちた爆撃が行
われるの を自らの 目で見ながら,心 の中で煮えた
ぎる正義の呼び声が沸 き上がって くるのを押 さえ
きれないのです。」4,4}と述べ ている。 しか しテルの
平凡な女性 としての平凡な行為は大 きな意義 を持
ち,そ れ故今 日で も人々に深い感銘 を与えるので
ある。
彼女の生涯は僅か35年 であま りにも短 く,も
う少 し命を長 らえられれば,貴 重な証言が残 され,
エスペランチス トとしてさらに貢献で きたと思わ
れる。 しか し戦火の中国のなかで,エ スペランチ
ス トとしての国際主義 と人類 主義 を断固守 り抜
き,不 幸 な日中関係の最中に両国人民の友好 に献
身 し,反 戦のため にその生涯を貫 き通 したことは
賞賛に値 しよう。
大島義夫が指摘するように,テ ルを 「はげ しい




本では,二 葉亭四迷が教本 を著 し,大 杉栄が関わ
り,新 渡戸稲造が世界の公教育に採 り入れようと
国際連盟で提案 し,宮 沢賢治が理想社会の言葉 と
して習い,新 しい表現手段 として考 えていたエス
ペラントをテルはまった く異 なった次元へ と持ち
込み,い わば戦闘の武器 として用いるという新た
な局面 を切 り開いたのである。そ してまさにその
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ために,あ えて亡命 した とも言える中国の地で,渤
生涯をかけたのである。
郭沫若はテルのために次のような一首の詩を書
いて与 えた。「はて しない四方は暗黒 にとざされ
ているが 天空には星の群が輝いている 雪 をう
つすには余 りにも遠 く弱い光だが 喜ば しいこと
には書物を照 らす一点の火がある」。5i)この一点の
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